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概要 
農林技術センターでは、2000 年当初からサクラソ

ウ園芸品種の収集と保存に力を入れてきた。現在、
その数は 320 品種を超え、国内有数のサクラソウ園
芸品種コレクションの保全機関となっている。しか
し、一箇所での保存は天災や病害虫などの影響によ
り収集した園芸品種が失われてしまう危険性を常に
はらんでいる。そこで、貴重なサクラソウコレクショ
ンの保存・維持の安全性確保のため市民の協力を基
盤とする里親制度を立ち上げ、市民と共に保存活動
を行っている。また、毎年、さくらそう展を国立科
学博物館筑波実験植物園と共催し、保有するサクラ
ソウ園芸品種を一般に公開して、その価値を伝えて
いる。 
 
キーワード：サクラソウ園芸品種、遺伝資源保全、

大学、市民 

１．はじめに 
サクラソウの園芸品種の歴史は古く、江戸時代に

多くの品種が作り出された。享保年間に出版された
｢地錦抄附録｣には花弁表裏の色が異なる花や絞り咲
きの花など 8 種類の変わり花が掲載されている。さ
らに、天保年間に出版された｢櫻草作傳法｣では鑑賞
方法にも独自の作法が紹介され、日本の園芸文化を
考察する上でもサクラソウ園芸品種の存在は重要で
ある。しかし、このような古典園芸植物は、戦争な
ど時代の情勢による影響から大きな損失を受けたり、
栽培の難しい品種がいつの間にか消失するような
ケースが多く、歴史的資産の保全ということだけで
はなく将来的の遺伝資源として、可能な限り現存の
品種を安定的に保存することが望ましい。 

２．園芸品種の保存 

2.1  保存と収集 
サクラソウ園芸品種のコレクション数は、開学当

時の 1980 年代では 30 品種、その後 1990 年代に
は 93 品種に増加した。2004 年には埼玉県より 221 
品種を譲渡されたことで 314 品種となり、国内有数
となった。さらに、2006 年には国立民族博物館より 
81 品種導入した。その後、異名や記載されたラベル
の間違いなどを整理し、現有品種数は 320 品種と
なった。その後も静岡県の加茂花菖蒲園や埼玉県花
と緑の振興センターなどから導入しており、花の形
質を確認し品種の同定後に保存品種数に加える予定
である。 

現在、当センターでは 1 品種 4 鉢で栽培してお
り、1280 鉢を超えるサクラソウ園芸品種を管理して
いる。 

2.2  栽培 
当センターにおけるサクラソウの栽培暦を図 1 

に示した。1 月に用土(小粒の赤玉土：鹿沼土：腐葉
土＝ 3 ： 3 ： 4、中粒のマグァンプ K((株)ハイポ
ネクスジャパン) 1 g/L)やプラスチック鉢(4.5 号鉢)、
ラベルなどを準備し、2 月に芽分け・植付けを行う。
芽分けでは、一鉢に複数株が入った鉢土を崩して 1 
株ごとに分け、各株に形成された全ての芽を折り分
ける(図 2 上)。植付けは、その後の管理をしやすく
するために大小 2 種類の専用カップを使って用土
の量を揃えている。芽の向きは、植付ける 3 芽全て
の向きが合わないように一方方向に統一して芽の深
さ 3 cm 程度に覆土する。さらに、増し土をするた
めのウォータースペース(灌水の際に水が溜まる場
所)を多めに確保する(図 2 下)。開花が終わる 6 月
から地上部が枯死する 8 月までは、増し土や除草、
枯葉取りなどの作業を行う。なお、増し土はサクラ
ソウ特有の作業で地上へ飛び出した芽を覆土する作
業である。 

2.3  品種維持の問題点と対策 
サクラソウ品種には花色・花形・咲き方が極めて

類似した品種があり、同定が難しい。320 品種もの
サクラソウを一箇所で集中して栽培する際、ラベル
落ちと植付け時の混植、こぼれた種子の発芽や切れ
た根による繁殖に注意を払う必要がある。また、芽
分け・植付け作業は 2 月に集中するため人員とその
作業スペースの確保も難しい。 
これら問題の対策として、以下のことに注意をし

て作業を行っている。①導入した品種は、花を確認
してから当センターのコレクションに加えている。
②鉢ごとに通常の挿しラベルと鉢底ラベルの 2 つ
を付け、風や鉢の倒伏等で挿しラベルが無くなった
場合でも鉢底ラベルで品種の確認ができるようにし
ている。③芽分け・植付け時には作業者同士の間隔
をあけて作業し、複数の品種を扱う中で次の品種を
やる時は残った芽や根、古い土などが無い状態にし
てから次の作業を始めることで混植を防いでいる。
④花が終わったら結実しないよう直ちに摘花をして
いる。 
サクラソウの花は個体によって変異を起こすこと

がある。そのため、正確な品種保存をするためには、
花が咲き揃った 5 月に花の形質確認を行い、花の変
異が確認されたら、直ちに移植を行い廃棄している。 
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3.2   里親による芽分け・植付け作業 
里親制度発足時、筑波大学の教職員と生物生産シ

ステム学実習を履修している学生、蔬菜花卉学研究
室および植物育種学研究室の学生、市民、TUG メ
ンバーによる芽分け・植付け作業が始まった。2005 
年の初回は 1 日間で行われ教職員 5 名、学生 13 
名、TUG 4 名と里親 10 名の合計 32 名で実施され
た。2015 年は 2 日間行われ、参加した教職員、学
生、市民を合わせて、のべ 83 名となり初回の 2.6 
倍の人数が芽分け・植付け作業に参加した(図 5)。
この作業では、市民の方が自己流にならないように
技術職員が毎年、芽分け・植付け方のポイントや間
違いやすい点を指導している。 

 

図 5. 里親との芽分け作業 
 

3.3  さくらそう展 
2006 年より、毎年 4 月に(独)国立科学博物館筑

波実験植物園において｢さくらそう展｣を開催してい
る。この｢さくらそう展｣では、筑波大学におけるサ
クラソウ研究で明らかになった最新の知見の紹介や
当センターが栽培しているサクラソウ園芸品種と里
親が自宅で育てた里子品種を展示している。また、
里親はボランティアとして、植物園の来訪者にサク
ラソウの栽培方法や里親制度の説明を行っている。
このような展示の機会を作り、取り組みの説明を通
して里親となった市民のサクラソウ園芸品種の保全
への取り組みに対するモチベーションと品種保存の
責任感を維持する効果がある(図 6)。 

 

図 6. 大学の保存品種と里子品種の展示 

この｢さくらそう展｣では、江戸時代からの伝統的
鑑賞法である｢桜草花壇｣を当センターが復元し、公
開展示している。｢桜草花壇｣では、サクラソウの花
色・花形・咲き方等で並べ方の様式(作法)が決めら
れており、その様子を実際に鑑賞してもらうことで
日本人独特の花に対する美意識についても紹介して
いる(図 7)。 

 

図 7. 伝統的鑑賞法である｢桜草花壇｣ 
 

４．今後の取り組み 
今後は、全品種を里子品種として登録できるよう

に里親の拡充と 1 人当たりの里子品種数を増やす
計画をしている。また、芽分け・植付け作業の参加
者が約 80 名と多いため栽培の未経験者を指導でき
る里親リーダーの育成を行いたいと考えている。さ
らに、より詳細なサクラソウの生長特性に関する情
報を得るため開花特性などフェノロジー調査を行い、
新たな形質をもったサクラソウの作出を目的として
園芸品種の育種(交配親)利用についても検討してい
く予定である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 農林技術センターにおけるサクラソウ栽培暦 
 
 

図 2. サクラソウの地下茎と新芽の植付け方 
 
 

３．普及活動 

3.1  里親制度 
2005 年 2 月に、筑波大学と NPO 法人つくば

アーバンガーデニング(TUG)が共同で｢さくらそう
里親の会｣を立ち上げた。この制度は、大学が維持・
管理しているサクラソウを市民と共に保存し、損失
リスクを低減するものとして結成された(図 3)。つ
まり、大学(当センター)での保存個体をメインコレ
クション、市民の保存個体をサブコレクションとし
て、何らかの問題で大学のサクラソウ園芸品種が枯

死した場合、市民が保存しているサブコレクション
を大学へ戻してもらうことで、大学のメインコレク
ションの維持を図るものである。 

図 3. 大学と市民による里親制度 
 
2005 年の里親制度発足時には、10 名の里親に 20 

品種の里子が登録され、その後、里親と里子品種数
は増加し、2015 年には 95 名の里親と 263 品種の
里子が登録された(図 4)。里親は、芽分け作業時に
里子として 2 品種を登録してその場で植付けし、自
宅で栽培する。その後、栽培経験の長さにより 1～2 
品種の里子が追加される。また。里親は、1 年に 1 回
の頻度で生育状況の報告を行い、毎年 2 月に行われ
る芽分け・植付け作業に参加する。 

 

図 4. 里親数と里子数の推移 
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八ヶ岳演習林「恵みの森」一般開放に向けた取組み 
井波 明宏a)、杉山 昌典a)、篠原 満b)、永井 真理b)  

a) 筑波大学農林技術センター技術室(八ヶ岳演習林)、b) 筑波大学生命環境エリア支援室(八ヶ岳演習林) 

〒384-1305 長野県南佐久郡南牧村野辺山462-4 

 

概要 
｢恵みの森｣は、2015 年 10 月 10 日から一般開放

しました。初日は一般開放の式典と地元の野辺山に
ある 3 機関(国立天文台野辺山、信州大学農学部野
辺山ステ－ション、筑波大学八ヶ岳演習林)で第 2 
回の地元感謝デーのイベントを開催しました。「恵
みの森」では (1)安全に森林管理を経験できる実習
の場、(2)生物の保全やそれにかわかる調査・研究、
(3)地域に開放し、気軽に散策できる場、(4)自前で管
理できる林として、改めて当敷地内の利活用を見直
しました。 

 
キーワード：恵みの森、一般開放  

１．はじめに 

図 1. ｢恵みの森｣正門 
 

筑波大学｢恵みの森｣は、長野県の八ヶ岳・川上演
習林1内の 3 つある管理地のうちのひとつで、管理
事務の拠点となる旧八ヶ岳演習林 5 林班と呼ばれ
た面積 14ha の敷地です(図 1)。国立天文台野辺山、
信州大学農学部野辺山ステ－ションの 2 研究機関
が隣接し、比較的に交通の便も良い場所です。 
しかし、それとは裏腹に閉ざされた環境との印象

を地元周辺に与えていたようです。これはカラマ
ツ・ストローブマツの防風林が高さ 20m を超える
まで成長し敷地周辺を囲っていたこともあります。
開設当時より学生実習、調査・研究、それらの拠点
として活動してきたものの、いまひとつその存在は
薄いとのようでした。 
八ヶ岳・川上演習林の森林管理計画(2006-2015)に

おいて、当敷地は通常管理と施設利用以外に管理方
針や利活用について明確に示していませんでした。 
これらを踏まえて、藤岡(現)八ヶ岳・川上演習林

長が 2013 年 4 月の八ヶ岳班内の月例打ち合わせ
の際に八ヶ岳演習林 5 林班についての将来構想の
素案を提示し、｢恵みの森｣構想としてスタートさせ
ました。 
そして「恵みの森」として 2015 年 10 月 10 日

より一般開放しました。また、昨年が第 1 回目で今
年(本学が当番校)が 2 回目となる隣接 2 研究機関

                                                           
a) E-mail: yatsuen@nourin.tsukuba.ac.jp Tel: 0267-98-2412. 
1 http://www.nourin.tsukuba.ac.jp/~forest/ 

と協働の地元向けイベント、地元感謝デーを一般開
放初日の式典と併せ、午後の部として催しました。 

２．｢恵みの森｣の設計概要 
キーワードは広葉樹若齢林、薪炭林、一般開放、

住民参加です。敷地の利活用を大胆に改め、八ヶ岳・
川上演習林の他の 2 管理地との差別化を図りまし
た。目標、ポイントして(1)伐採や新植等を安全に経
験できる実習の場や、(2)かく乱依存型生物の保全や
研究の場として活用するとともに、(3)きのこや山菜
が採れて気楽に散歩できる森として地域に開放し、
(4)将来にわたって直営管理できる林とすることで
す。 

３．管理方針 

3.1  ゾーニング 
森林管理計画(2006-2015)に明記された既存管理区

分を変更し、｢恵みの森｣として、改に敷地を 1)薪炭
林・若齢林ゾーン、2)見本林・保存林ゾーン、3)森
の食のゾーン、4)防風林ゾーン、5)草花ゾーン、6)
湿生植物ゾーンにゾーニングしました(図 2)。 

 

図 2. ｢恵みの森｣三つ折りパンフレット（内面） 

Conservation and advertisement activity of Primula sieboldii cultivars  
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In the Agricultural and Forestry Research Center, we have collected and conserved Primula sieboldii cultivars 
from 2000s. At present, we collected more than 320 cultivars, which represent one of the largest Japanese collections. 
However, there is a possibility of cultivars loss by natural disaster, disease and pest, when all of them are cultivated in 
one same place. Therefore, we launched a cooperative genetic resources bank for conservation and maintenance of 
valuable Primula sieboldii cultivars. This cooperative conservation activity is performed by our research center and 
citizens. In addition, a “ Primrose exhibition ” is held every year by our research center and Tsukuba Botanical Garden 
to show Primula sieboldii cultivars to the general public. In these occasions, visitors can get informations about various 
Primula sieboldii cultivar’s values.   
 
Keywords: Citizens, Genetic resources conservation, Primula sieboldii cultivar, University.  
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